
 

 

 

１ ゲームの進め方 

  （１）人 数 1チーム3人×３チーム 

  （２）場 所 体育館 

 （３）時 間 １～2時間程度 

 ○１試合3ゲーム（2分×３ゲーム） 

  （４）用 具 かご、支柱、三角ベース、テリトリー区分棒、ロープ、ボール（３色） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）ルール ①チームごとに、投げ手（２名）と拾い手（１名）を決める 

○各ゲームで役割を変え、できるだけ多くの方が拾い手を行うようにする 

         ②じゃんけんでチームカラー（赤、青、黄）を決める 

         ③自チームのカラーのボール（２０個）をテリトリー（三角形）の外に置く 

         ④投げ手と拾い手を、下記の図のように配置する 

  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 投げ手 拾い手 

赤チーム □ ■ 

青チーム △ ▲ 

黄チーム ○ ● 

どっとボールについて 

かご、支柱、三角ベース～組立て済み 

・支柱の高さは、４段階に調整可能 

・高さを変える場合、支柱固定ネジをゆるめ、

支柱 B を片手で持ちながら、支柱 A 側面

（３箇所）の保護用ゴム上からバネを指で

押し込み、支柱を伸縮させる。最後に支柱固

定ネジを締めつける 

テリトリー区分～各団体が準備を行う 

・三角ベースの３辺の穴にテリトリー区分棒

（３本）を差し込み、先端の丸環にロープを

通し、ロープ留め部品で留め、三角状に引っ

張る 

（ロープ留め部品の両端を指で押すと、２箇

所の穴が、そこへロープを通しで固定する） 

【図の見方】 

□ 

□ 

○ ○ 

△ 

△ 

● 

▲ ■ 

カゴ 
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         ⑤審判の合図で、カゴに向けてボールを投げ入れる（下手、上手投げのどちらでも可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ⑥得点を集計し、スコアシートに記入する 

 

 

 

 

        ⑦投げ手と拾い手を交代する 

 

２ 順位決定の方法 

  （１）３ゲームの合計得点で順位を決定する 

（２）得点が同じ場合は、失点が少ないチームを上位とする 

 （３）上記２項ともに同じ場合、じゃんけんを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

（１） 活動前に準備運動を入念に行う 

（２） 競技方法などは、団体の実情に合わせて柔軟に行う 

 

４ スコアカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （赤）Ａチーム （青）Ｂチーム （黄）Ｃチーム 

得点 失点 得点 失点 得点 失点 

１ゲーム目 ８ ４ １０ ２ ６ 5 

２ゲーム目 ７ ２ ６ ４ ８ ５ 

３ゲーム目 １３ ７ １1 ５ １４ ４ 

合 計 ２８ １３ ２7 １１ ２８ １4 

順 位    

    （赤） （青） （黄） 

得点 失点 得点 失点 得点 失点 

１ゲーム目       

２ゲーム目       

３ゲーム目       

合 計       

順 位     位     位     位 

○投げ手は、自テリトリー側から投げる 

 投げたボールが自テリトリー内に落ちた場合、拾いに行き、 

元の位置（自テリトリー側）から投げて構わない 

（相手テリトリー内に入ることはできない） 

○拾い手は、相手テリトリー外にあるボールのみ拾える 

拾ったボールを自テリトリー側に持ち運ぶことが可能 

（拾い手が、ボールを投げることは、一切できない！） 

○得点 ・カゴに入ったボール          １点／個 

・自テリトリーに入った他チームのボール １点／個 

○失点 ・他テリトリーに入った自チームのボール １点／個 

左記の順位は？ 

１位～赤（Aチーム） 

２位～黄（Ｃチーム） 

３位～青（Bチーム） 
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